


令
和
三
年
十
月
十
日
（
日
）
鹿

児
島
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：
よ
か
セ
ン
タ
ー
）
に
て
、

第
二
十
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
通
常
の
総
会
・
研

修
会
・
懇
親
会
を
中
止
し
、
総
会

の
み
紙
面
で
の
表
決
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
会
員
に
議
案
書
及

び
書
面
表
決
書
を
郵
送
し
、『
議

長
承
認
』
及
び
『
第
一
号
・
第
三

～
六
号
』
に
関
す
る
決
議
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
令
和
三
年
六
月

三
〇
日
必
着
で
二
七
七
名
の
会
員

か
ら
書
面
表
決
書
を
ご
提
出
い
た

だ
き
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
議
長
承
認
】

議
長

吉
住
嘉
代
子
さ
ん

（
承
認
二
七
七
・
不
承
認
〇
）

【
議
決
議
案
】

第
一
号
議
案

鹿
児
島
大
学
保

健
師
同
窓
会
会
則
改
正
（
承
認

二
七
三
・
不
承
認
〇
）

第
三
号
議
案

令
和
元
・
二
年
度

収
支
決
算
及
び
監
査
報
告
（
承
認

二
七
五
・
不
承
認
〇
）

第
四
号
議
案

令
和
三
・
四
年
度

事
業
計
画
（
承
認
二
七
四
・
不
承

認
〇
）

第
五
号
議
案

令
和
三
・
四
年
度

予
算
書
（
承
認
二
七
四
・
不
承
認

〇
）

第
六
号
議
案

役
員
改
選
（
承
認

二
七
四
・
不
承
認
〇
）

 
こ
の
結
果
に
よ
り
、
本
会
会
則

第
一
〇
条
及
び
第
一
一
条
の
規
定

に
則
り
、
承
認
多
数
で
全
て
の
議

案
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す

 

総
会
は
、
議
長
（
昭
和
五
十
八

年
卒
吉
住
嘉
代
子
さ
ん
）・
議
事

録
署
名
人
（
昭
和
五
十
八
年
卒
徳

留
祥
子
さ
ん
）・
執
行
部
に
よ
り
、

五
提
出
議
案
・
一
議
題
に
つ
い
て

審
議
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

会
則
改
正
に
よ
り
、
定
期
総
会

の
開
催
に
つ
い
て
、「
非
常
時
は
、

紙
面
総
会
と
し
て
実
施
で
き
る
」

と
な
り
ま
し
た
。「
非
常
時
」と
は
、

会
員
の
安
全
が
危
惧
さ
れ
る
よ
う

な
状
態
と
し
役
員
会
で
判
断
し
ま

す
。

 

ま
た
、
会
費
助
成
に
つ
い
て
、

鹿
児
島
大
学
看
護
同
窓
会
「
つ
め

草
会
」
様
へ
、
大
学
卒
業
時
同
窓

会
会
費
か
ら
「
し
お
さ
い
会
」
へ

助
成
い
た
だ
く
よ
う
交
渉
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、「
つ
め

草
会
」
様
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
と

役
員
の
諸
事
情
で
、
会
費
助
成
に

つ
い
て
役
員
会
で
検
討
で
き
て
い

な
い
。」
と
の
回
答
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
継

続
課
題
と
し
て
事
業
計
画
の
引
き

継
ぎ
事
項
と
し
ま
す
。

最
後
に
、
新
役
員
の
紹
介
が
行

わ
れ
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
一
日
も
早
く
終
息
す
る
こ
と
を

願
い
、
次
の
総
会
で
は
皆
様
と
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

（
文
責
：
山
中
）

一

令
和
元
年
・
二
年
度
報
告

１

事
業
報
告

⑴
同
窓
会
総
会
の
開
催

⑵
同
窓
会
通
信
「
し
お
さ
い

三
五
号
・
三
六
号
」
の
発
行

⑶
同
窓
会
新
入
会
員
推
進
活
動

①
同
窓
会
入
会
の
説
明

（
第
十
八
・
十
九
期
生
）

②
卒
業
生
入
会
希
望
者
へ

祝
電
・
花
束
贈
呈

（
第
十
八
期
生
）

記
念
品
【
卒
業
式
中
止
の

た
め
】（
第
十
九
期
生
）

⑷
研
修
会

①
総
会
時
（
令
和
元
年
度
）

②
し
お
さ
い
会
セ
ミ
ナ
ー

（
令
和
二
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

で
中
止
）

⑸
運
営
に
関
す
る
会
議

①
役
員
会

一
〇
回
開
催

②
ク
ラ
ス
連
絡
委
員
会

三
密
回
避
の
た
め
中
止

⑹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

２

庶
務
報
告

⑴
会
員

一
三
八
七
名

（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

現
在
）

⑵
新
入
会
員

令
和
元
年
度

四
十
名

令
和
二
年
度

三
六
名

３

会
報
発
送
数

令
和
二
年

七
六
一
通

令
和
三
年

七
一
七
通

二

令
和
三・四
年
度
計
画

１

事
業
計
画

⑴
同
窓
会
総
会
の
開
催

（
令
和
三
年
十
月
）

⑵
同
窓
会
通
信
「
し
お
さ
い
」

発
行
年
一
回

⑶
同
窓
会
推
進
活
動

⑷
研
修
会

（
令
和
三
年
度
総
会
時
中

止
・
令
和
四
年
度
し
お

さ
い
会
セ
ミ
ナ
ー
）

⑸
運
営
に
関
す
る
会
議

⑹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

そ
の
他

懸
案
事
項
：
会
費
助
成

に
つ
い
て

二

予
算
（
別
紙
参
照
）

三

役
員
改
選

【
新
役
員
】

会

長

兒
島

淳
子

副
会
長

笹
川

純
子

書

記

山
中

和
代

盛
満

め
ぐ
み

会

計

小
田

房
子

石
川

真
子

監

事

川
崎

誉
代

大
小
田

由
美
容

理

事

益
満

友
子

船
川

由
香

吉
住

嘉
代
子

稲
留

直
子

羽
生

香
織

今
辻

香
織

（
旧
姓
：
崎
村
）

【
退
任
役
員
】

会

長

徳
永

龍
子

書

記

仮
屋
崎

美
紀

会

計

野
田

友
希

理

事

兒
島

淳
子

森

隆
子

遠
藤

順
子

堂
園

久
美

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

同
窓
会
総
会
報
告

同同
窓窓
会会
総総
会会
報報
告告

同同
窓窓
会会
総総
会会
報報
告告

第21回

同
窓
会
総
会
報
告

第37号 し お さ い 令和４年３月 （2）



（令和元年７月１日～令和３年３月31日）

（令和３年４月１日～令和５年３月31日）

【収 入】

令和元・２年度 決算書別 表

（単位：円）
収入済額  予 算 額科 目

会 費
雑 収 入
繰 越 金

計

1,200,000
15,000

1,862,020
3,077,020

△ 470,000
△ 1,593

0
△ 471,593

730,000
13,407

1,862,020
2,605,427

収 入 合 計 2,605,427円  
支 出 合 計 951,560円
差 引 残 高 1,653,867円

令和３年８月２２日提出

令和３年８月２２日提出

（△減）

（△減）

増 減 額 備  考
会費（246名）、卒業時会費（R２卒39名、R３卒36名）
寄付（梅木様、新納様）、利息７円
前期からの繰越金（うち定額口座：110万円）

【支 出】 （単位：円）
支  出  額予 算 額科 目

会 議 費
研 修 費
印 刷 費
事 務 費
通 信 費
慶 弔 費
振 込 手 数 料
雑 費
予 備 費

計

1,000,000
100,000
300,000
130,000
500,000
50,000
50,000
100,000
847,020
3,077,020

602,287
△ 12,505
174,556
1,597

396,930
50,000
15,869
62,000
834,726
2,125,460

397,713
112,505
125,444
128,403
103,070

0
34,131
38,000
12,294
951,560

差 引 額 備  考
総会、役員会
研修会講師
会報「しおさい」、宛名ｼｰﾙ 他
事務用品、役員手当
会報「しおさい」発送料、ホームページ開設費

卒業生記念品代 他
しおさい会功労者への感謝状

【収 入】

令和３・４年度 予算
（単位：円）

前年度予算額本年度予算額科 目
会 費
雑 収 入
繰 越 金

計

800,000
15,000

1,653,867
2,468,867

△ 400,000
0

△ 208,153
△ 608,153

1,200,000
15,000

1,862,020
3,077,020

（△減）

（△減）

増 減 額 備  考
入会金、会費
寄付等
前期からの繰越金

【支 出】 （単位：円）

前年度予算額本年度予算額科 目
会 議 費
研 修 費
印 刷 費
事 務 費
通 信 費
慶 弔 費
振 込 手 数 料
雑 費
予 備 費

計

1,000,000
100,000
300,000
130,000
500,000
50,000
50,000
100,000
238,867
2,468,867

0
0
0
0
0
0
0
0

△ 608,153
△ 608,153

1,000,000
100,000
300,000
130,000
500,000
50,000
50,000
100,000
847,020
3,077,020

差 引 額 備  考
総会、役員会、連絡員会
研修会
会報「しおさい」、宛名ｼｰﾙ 等
事務用品、役員手当
会報「しおさい」発送料、ホームページ管理料等

大学との連携、大学の行事出席 他

しおさい会
会 長 徳 永 龍 子

（3） 令和４年３月 し お さ い 第37号





も
多
く
最
後
の
年
は
コ
ロ
ナ
対

応
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
直
接
、

患
者
さ
ん
の
苦
悩
を
聞
く
度
に

「
重
症
化
し
ま
せ
ん
よ
う
に
！
」

と
祈
る
日
が
続
き
、
積
極
的
疫
学

調
査
等
全
く
追
い
つ
か
な
い
中
、

退
職
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

心
の
区
切
り
が
つ
か
な
い
ま

ま
、
翌
４
月
１
日
か
ら
福
岡
県
看

護
協
会
に
お
世
話
に
な
り
、
事
業

課
で
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
等
担
当

し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
コ
ロ

ナ
禍
の
対
応
に
追
わ
れ
る
日
々

で
す
。
し
み
じ
み
と
は
い
き
ま
せ

ん
（
苦
笑
）。
今
回
、「
県
外
定
年

退
職
者
の
投
稿
」
の
お
話
で
少
し

現
職
期
間
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
い
た
役
員
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
、
し
お
さ
い
会
の

益
々
の
発
展
、
会
員
の
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
仕
事
に

魅
せ
ら
れ
て

昭
和
57
年
卒

小
城

京
子

し
お
さ
い
会
の
み
な
さ
ま
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？
（
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
時
点
で
は
感
染
者
な

し
が
継
続
中
で
少
し
落
ち
着
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。）

第
５
波
の
時
、
現
役
の
後
輩

保
健
師
達
は
感
染
者
の
調
査
や

フ
ォ
ロ
ー
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
、

通
常
業
務
に
加
え
て
新
型
コ
ロ

ナ
関
係
業
務
に
翻
弄
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
方
、
介

護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
困
り
ご

と
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
私
も
「
公
衆
衛
生
」
と

い
う
言
葉
の
重
み
を
意
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
私
は
定
年
退
職
か
ら
２

年
目
と
な
り
、
現
在
は
鹿
屋
に
あ

る
「
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
」（
健
プ
ラ
）
で
働
い

て
い
ま
す
。

健
プ
ラ
の
仕
事
は
、
健
康
づ
く

り
そ
の
も
の
で
、
保
健
師
の
役
割

で
あ
る
「
疾
病
予
防
」
や
「
健
康

の
維
持
増
進
」
を
支
援
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

現
役
の
時
に
５
年
間
勤
務
し

た
こ
と
が
あ
り
、
当
初
は
現
場
で

飛
び
交
う
言
葉
（
メ
ッ
ツ
や
最
大

酸
素
摂
取
量
等
）
や
県
と
異
な
る

業
務
シ
ス
テ
ム
等
、
新
た
に
覚

え
る
こ
と
が
多
く
、
若
い
ス
タ
ッ

フ
に
何
度
も
教
え
を
請
う
状
態

で
、
保
健
所
勤
務
の
経
験
が
役
に

立
た
ず
、
自
分
の
存
在
意
義
に
悩

ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
土
日
祝
日
勤
務
や
夜
９

時
ま
で
の
遅
番
、
体
力
測
定
や
ス

ト
レ
ッ
チ
、
プ
ー
ル
で
の
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
、
救
護
対
応

な
ど
、
慣
れ
な
い
業
務
内
容
に
正

直
戸
惑
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、
健
プ
ラ
で
の
健

康
相
談
や
教
室
等
で
の
支
援
を

通
じ
て
、「
疾
病
予
防
」
や
「
健

康
の
維
持
増
進
」
の
成
果
事
例

を
い
く
つ
も
経
験
す
る
う
ち
に
、

人
が
健
康
に
な
る
こ
と
に
関
わ

る
保
健
師
本
来
の
役
割
を
実
感

し
、「
な
ん
と
幸
せ
な
仕
事
だ
ろ

う
！
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
健
康
づ
く
り
の
仕
事
に
魅

せ
ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。

加
え
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
健
康
に

関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
よ
り
良

い
支
援
と
な
る
よ
う
協
力
し
て

保
健
指
導
ス
キ
ル
を
高
め
る
と

い
う
経
験
が
楽
し
く
、
ま
た
こ
こ

で
勤
務
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
定
年
後
の
今
、
念
願

の
健
プ
ラ
で
再
度
勤
務
し
て
い

る
私
で
す
。

現
在
は
、
自
分
自
身
の
健
康
づ

く
り
も
実
践
し
つ
つ
、
保
健
指
導

ス
キ
ル
を
高
め
る
と
い
う
意
欲

も
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
単
に
個

別
支
援
だ
け
で
な
く
、
健
プ
ラ
の

中
核
機
能
も
果
た
せ
る
よ
う
、
調

査
研
究
等
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
も
う
し
ば
ら
く
は
健
康
づ

く
り
の
仕
事
に
魅
せ
ら
れ
た
ま

ま
、
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

昭
和
63
年
卒

永
野
富
美
子

み
な
さ
ん
、
ご
無
沙
汰
し
て
お

り
ま
す
。
昭
和
63
年
卒
の
永
野
富

美
子
で
す
。

私
は
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
、

医
療
法
人
社
団
プ
ラ
タ
ナ
ス
桜

新
町
ア
ー
バ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

保
健
師
と
し
て
、
世
田
谷
区
の
認

知
症
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
世
田

谷
区
認
知
症
在
宅
生
活
サ
ポ
ー

ト
室
運
営
業
務
を
受
託
し
て
い

て
、
私
は
そ
こ
に
勤
務
す
る
保
健

師
と
し
て
入
職
し
ま
し
た
。
サ

ポ
ー
ト
室
は
、
セ
ン
タ
ー
開
設
の

準
備
室
で
、
令
和
２
年
４
月
か
ら

世
田
谷
区
認
知
症
在
宅
生
活
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
セ
ン
タ
ー
は
、
世
田
谷
区

職
場
紹
介

（5） 令和４年３月 し お さ い 第37号



の
独
自
機
関
で
す
。
認
知
症
の
施

策
を
介
護
保
険
制
度
の
下
、
事

業
と
し
て
実
施
す
る
の
は
、
通

常
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ

と
思
い
ま
す
。
講
演
会
な
ど
自
治

体
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、
役

所
の
所
管
課
が
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
は
、
そ
の
所
管
課
が
行
っ
て

い
る
業
務
を
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

受
託
し
て
い
る
感
じ
で
す
。
セ
ン

タ
ー
と
区
内
28
か
所
あ
る
包
括

が
協
働
し
て
、
認
知
症
の
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
業
務
は
、
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
と
し
て
の
事
業

で
す
。
業
務
全
体
の
３
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
職
員

は
、
事
務
職
以
外
は
全
員
、
チ
ー

ム
員
研
修
を
受
講
し
て
い
て
、
初

期
集
中
支
援
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
年
間
１
４
０
件
の
事
例
を
対

応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
前
年
度
の
実
績
と
し
て
は

１
１
０
件
で
し
た
。
そ
の
他
、
講

演
会
や
包
括
単
位
で
の
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る
も
の
忘
れ

相
談
会
、
区
内
40
か
所
あ
る
認
知

症
カ
フ
ェ
の
支
援
な
ど
様
々
な

業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
10
月
に
は
、「
世
田
谷
区
認
知

症
と
と
も
に
生
き
る
希
望
条
例
」

が
施
行
さ
れ
、
条
例
に
基
づ
く
計

画
に
沿
っ
た
業
務
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
、
認
知
症
当
事
者
と
一

緒
に
取
組
む
機
会
が
増
え
て
い

ま
す
。

セ
ン
タ
ー
職
員
が
全
員
、
初
期

集
中
の
チ
ー
ム
員
と
申
し
ま
し
た

が
、
保
健
師
、
看
護
師
、
作
業
療

法
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の

医
療
・
福
祉
職
８
名
と
事
務
職
２

名
と
で
常
勤
が
10
名
い
ま
す
。
そ

の
他
、
認
知
症
専
門
医
や
薬
剤
師
、

管
理
栄
養
士
な
ど
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

の
兼
務
、
非
常
勤
採
用
と
で
10
名

程
の
職
員
も
一
緒
に
働
い
て
い
ま

す
。
鹿
児
島
県
出
身
で
同
い
年
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
と
非
常
勤
職
員

と
は
鹿
児
島
弁
で
お
し
ゃ
べ
り
し

て
い
て
、職
場
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、「
世
田
谷
区
立

保
健
医
療
福
祉
総
合
プ
ラ
ザ
」
と

い
う
名
称
の
新
し
い
建
物
の
中

に
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
自
体
は

事
務
室
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム
２
室
程
度
で
す
が
、
プ
ラ
ザ
は

広
々
と
し
て
カ
フ
ェ
も
あ
り
ま
す
。

小
田
急
線
梅
ヶ
丘
駅
か
ら
徒
歩
７

分
で
す
。
東
京
へ
お
越
し
の
際
、

よ
ろ
し
け
れ
ば
覗
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。

会
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

鹿
児
島
大
学
保
健
師
同
窓
会

前
し
お
さ
い
会
会
長

昭
和
45
年
卒

德
永

龍
子

令
和
３
年
８
月
新
型
コ
ロ
ナ
第

５
波
の
急
拡
大
で
県
の
蔓
延
防
止

宣
言
の
再
延
長
も
あ
り
、
10
月
10

日
紙
面
総
会
を
や
っ
と
開
催
で
き

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

５
議
案
を
書
面
表
決
で
承
認
い
た

だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

無
事
引
き
継
ぎ
が
終
わ
り
ま
し
た
。

44
年
前
30
歳
の
時
に
準
備
委
員

と
し
て
保
健
師
同
窓
会
「
し
お
さ

い
会
」
の
発
会
に
加
わ
り
ま
し
た
。

同
窓
会
は
、
保
健
師
の
保
健
文
化

の
創
造
生
産
性
の
向
上
と
揺
る
ぎ

な
い
保
健
師
の
心
根
と
魂
の
根
幹

を
、
先
輩
か
ら
後
輩
に
伝
承
応
援

す
る
場
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

40
歳
か
ら
の
６
年
間
は
会
計
と

し
て
会
費
収
支
事
務
、
閉
校
の
寄

付
を
集
め
記
念
誌
代
や
パ
ー
テ
ィ

収
支
を
終
え
た
残
金
は
千
円
と
厳

し
い
運
営
も
体
験
し
ま
し
た
。

70
歳
で
会
長
を
引
き
受
け
ま
し

た
。
４
年
間
の
運
営
は
、
第
20
回

の
総
会
及
び
第
21
回
総
会
に
向
け

て
の
２
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
の
不
測

の
事
態
続
発
に
も
役
員
は
怯
ま

ず
、
休
ま
ず
、
諦
め
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
致
団
結
し
て
創
意
工
夫
し

な
が
ら
率
先
分
担
し
て
乗
り
切

り
、
会
員
の
皆
様
に
は
会
費
納

入
の
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
で

一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
20
回
し
お
さ
い
会
総
会
は
、

城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
で
97
名
参

集
頂
き
、
親
睦
を
深
め
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
武
蔵
野
大
学
の

中
板
育
美
教
授
の
記
念
講
演
で

は
、
保
健
師
魂
の
根
幹
を
拝
聴

で
き
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
会
の
継
続
発
展
に
貢

献
頂
い
た
歴
代
会
長
、
副
会
長
、

教
職
員
15
人
の
方
に
感
謝
状
を

差
上
げ
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
費
納
入

で
は
、
家
族
代
替
え

納
入
が
多
い
80
歳
以

上
の
会
員
の
会
費
免

徐
を
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
は
79

歳
ま
で
の
会
員
に
会

費
納
入
を
お
願
い
し
、

運
営
の
節
約
と
工
夫

で
継
続
し
ま
す
。
同

時
に
、
大
学
卒
業
時

同
窓
会
費
納
入
の
中

か
ら
「
し
お
さ
い
会
」

に
助
成
を
い
た
だ
く

よ
う
に
看
護
同
窓
会

「
つ
め
草
会
」
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
は
学
校

創
立
80
年
と
な
り
ま
す
。
保
健
師

教
育
は
大
学
院
移
行
の
準
備
中
の

た
め
、
医
学
部
長
に
新
旧
会
長
連

名
で
よ
り
良
い
発
展
を
お
願
い
す

る
意
見
書
を
送
り
ま
し
た
。

現
在
は
、会
う
と
い
う
「
瞬
間
」

が
贅
沢
な
世
の
中
で
す
。
次
の
総

会
で
は
、
ぜ
ひ
会
員
の
皆
様
に
お

会
い
し
た
い
も
の
で
す
。
学
校
、

同
窓
会
及
び
保
健
師
の
益
々
の
発

展
を
祈
り
バ
ト
ン
を
繋
ぎ
ま
す
。

（
画

德
永

龍
子
）
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